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教育ディベートにおける学習者の論理的思考 
－工学系学生に必要とされる能力育成の観点より－ 
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問題と目的 
 この国際化社会の中，工学教育では，問題や課

題を論理的に解決し，国境や分野を超えて協同し

取り組むことのできる能力を育成する努力がされ

ている。ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ，PBL(Problem Based 

Learning)，Active Learning などの手法を導入す

る教育機関も増え，教員による一方向的講義形式

ではなく，学習者の能動的な学習参加を必須とす

る課題解決型学習が行われ，分野を超えて汎用可

能なｼﾞｪﾈﾘｯｸｽｷﾙ，言語を問わず情報を正確に且つ

効果的に伝達するｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺﾝﾋﾟﾃﾝｽ，問題や課題

などを論理的，批判的に考察し，解決方法を導き

だす知的ｺﾝﾋﾟﾃﾝｽ，そしてﾁｰﾑで協同できる社会的

ｺﾝﾋﾟﾃﾝｽの育成に力を入れている。16 歳から 22 歳

までの 5 年～7 年間一貫教育を行う工業高等専門

学校も同様に求められる人材を育成するために，

統合的なｶﾘｷｭﾗﾑの導入の可能性を模索し，科目が

相互に乗合ながら，上述した能力の育成を目指そ

うとし，その手法として，理解力，分析力，批判

的思考力，構成力，伝達力，即興性が必要な能力

とされる教育的ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄを用いることを計画しよ

うとしている。本研究では，この取り組みの事前

調査として，学生の論理的思考力をﾃﾞｨﾍﾞｰﾄを通し

て観察・分析し，報告するものである。 

 

方法 
 16 歳から 17 歳の工学を専攻する 66 名を対象とし

て，ある 3 つの選択肢を含む社会問題をﾃｰﾏとして与

え，3 ｸﾞﾙｰﾌﾟに分かれ，次に示す 6 つの経過で討論

を行った。(1)意見陳述（各ｸﾞﾙｰﾌﾟ 5 分） (2)反論に向

けての打ち合わせ（5 分）(3)反論（各ｸﾞﾙｰﾌﾟ 5 分）(4)

最終答弁に向けての打ち合わせ（5 分）(5)最終答弁

（各ｸﾞﾙｰﾌﾟ 5 分）(6)判定。意見陳述には，事前に調査

する時間が与えられていた。 

 

結果 
意見陳述場面における発言は，事前に準備がな

され文章化されていたが，反論や最終答弁の場面

では，その場で相手の意見を理解し，反論する即

興性が求められ，自分の意見をﾓﾆﾀﾘﾝﾝｸﾞしながら

発言し続けなければならず，ﾒﾀ認知が重要な鍵を

握る。以下に最終答弁での発言に観察された問題

点をあげる。 

・間投詞「えっと，あの，え～，で・・・」の

多用 

 ・文と文のつなぎ方が不適切である 

 ・意見が建設的に拡大・発展しない 

 ・発話の中止により意見が立ち消えている 

 ・本論からずれ，議論の一貫性がない 

 ・議論とそれを支持する理由や例示の関連性が

弱い 

 ・ｸﾞﾙｰﾌﾟ内での意見の集約ができていない 

 ・相手ﾁｰﾑの意見の理解が不十分で，求められて

いる内容の返答ができていない 

・他者の意見と自分の意見との比較力不足 

 

考察 
 今回の分析より，学生の陥りやすい思考傾向や

談話分析上の問題が把握できた。論理的に議論す

る力を養成するために，三宮（2010）であげられ

ている「考えることを妨げるからくり」を知り，

「限られた情報から判断する」「原因を探る」力を

養い，「事実と考え」の違いに気づく指導を行って

いく必要があると考えられる。平成 28 年度に改

訂が予定されている高校学習指導要領（英語）で

は，「発表や討論を通じ，より高度な英語力の習得」

が目標とされる動きがあるが，英語での発表や討

議には英語力以前の問題がある。「論理的思考の欠

如」や「自己主張の意志と能力の不足」がｸﾞﾛｰﾊﾞ

ﾙ人材に必須とされる英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力不足の原

因に関係するところが大きいのは明らかである。

これは，高い TOEIC ｽｺｱを持つ学生が高い英語ｺﾐｭ

ﾆｹｰｼｮﾝを持つわけではない，という一般的事実が

裏付けている。今後，ﾒﾀ認知的ｱﾌﾟﾛｰﾁの考察を行

い，科目間で連携し能力の育成に取り掛かるべき

である。英語科における CLIL（Content and 

Language Integrated Learning）の導入も一つの

案であり，理科や社会などの教科学習と英語の語

学学習を統合したｱﾌﾟﾛｰﾁで，科目内容を題材に言

語活動を行うことで，英語の 4 技能を高めること

ができる。今後，工学部学生用「教育的ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ教

材」を作成し，授業実践をしていく。 
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